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(イ)図の OA の傾斜が速皮 1111

線の傾斜と一致し ， PB の傾

斜が1時間!日抑止の傾斜と一致す

るためには， 加速力 1111線およ

び巡転線図の縮尺単位をつぎ

のようにする必裂がある 。
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図ー2 の(イ)は C 51 JI:b 18 

機関車が 500 t の客車 げ

を引くときの力岨川1 ; 

総， (ロ)はこれから画く 岬

五li伝線図である。まず 13 
12 

列車が甲駅の O点から 加 1/

発事して速度が 1 0 km \主 10

/ h に上るまでを考え ?; 
ると，その平均速度は ;?7 
5km/h であり ， 勾配 こ 6

(こうばい)削%であ え:
るから，付)図の原点 o k,' 3 

と加速力曲線上の V5 を?
とを結ぶ直線 OV，を " 0 

51 く。つぎにこれに平 &づ

行に(ロ)図の O 長から直 三
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2 ストラーノレ氏の巡航線図
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すれば， OA は速度が ー7 L
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10km/h になるまでの 遺 愛(恥'1-4)

速度曲線となる。つぎ

に速度が 10km / h から 20 km/h に上るまでの平均速皮 15km/h 

を採って (イ)図に直線 OV" を引き，これに平行に(ロ)1習のAから

直線を引き速度 20 km/ h の線と交わる点を B とする。このよう

にして順次に速度曲線を画いてゆけば， 0%0の終端におし、て速

度は 48 km/h ( E 点)となる。

つぎは 1 0%0 の上り勾配であるが， 10%0 上り勾配における均

衡速度は仔)凶から約 31 km / h であるから ， 列車は話先述すること

がわかる。したがって速度 48 km/h と 40km / h の平均 44 km/h 

を採って(イ)図に 10 V.. の直線を引き，これに平行に図(ロ)に速度

曲線 EF を引けば， 10~ゐ 勾配の終端において速度は 42 km /h と

なる。

このようにして順次速度 1111 線を画き， 1 点に至って付;行に移

る。惰行の場合は(イ)図の惰行曲線を利用して前と問機に

- 2 V'65 〆 IJ， -5V'" 〆 JK， -5V'55/KL 

となるよう速度曲線 IJKL を固く。かくして L点においてプレ

ーキをかければ， 列車は乙以M点に停車する。

(2) 11寺岡 l山線

時間!日i線を画くにはμ)凶において原点Oから規定の寸法だけ

下った点P を基準とし， fili取h上に平均速度を採って P点と結び，

この直線を平行に(ロ)図に移してH寺間的線とすればよい。

いま速度がOから 10km/h に上るまでを考えると，その平均

速度は 5 km/h であるから， 併)区| の P と T5 とを結んだ直線 PT ，;

に平行に(ロ)図の O 点から直線を引き，速度 IUI線A点から下した

垂線との交点を α とすれば， 0α は速度 llll線 OA に対する時間

IUI線となる。つぎに速度曲線 AB に対する時間 Illi線は，平均速

度が 15km/ h であるから， (イ) 1歪IP の T" とを結ぶ直線 PT" に

平行に(ロ)図に直線 ω を引き ， 速度曲線B点から下した蚤線と

の交点を b とする。かくして順次に画いていけば時曲線 oαbcd

em の時間 111.1線ができ上り ， 甲乙両駅間の所要運転時分は

7 分 56 秒であることがわかる。(井上末次郎)

ス トール (英) stall 失速と訳され， 車両 ・ 術役機械その他の内

燃機関用変速装位として派別される流体継手(フリュ ー ド ・ カッ

プリ γグ)および液体変速磁(ハイドロリック ・ トノレ p ・ 2γ パ

-1! ー)の水準(タ ー ピ γ) を固定して，ポンプのみを回転させ

ることで，結局出力軌の回転を停止して入力制lのみを運動させ

ることをいい， この状íL~ をスト ー リング という。

ス ト ー リ ングは一般に動力事の出発や機械の始動直前の瞬間

にあるもので， したがってス トーノレ等の回転力は，起動砥抗よ

り大きいことが望ましい。

いま仮に j} ップリゾグやコ γパ ー タ ー のトノレ F 伝達効率が

100 % であるとすると， ポ γ プの馬力 :~，;p (伊)は ， !J ーピン
716 

の馬力:: ~' ( I-P)にひとしいはずである(ただし Tはトルク，
716 

況は回転数)。

ゆえに Tp川 = Ttnt となり ， !J ーピ ン停止の場合， 町 =0 と す

ると， Tt =∞とならねばならない。 すなわちタ ー ビソの回 l伝が

ゼロのときは， タ ー ピンのトルクは無限大の大きさとなるので，

各部は破壊されるはずである。実際には流体が羽根の聞を流れ




